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 平 成 26 年 1 月 15 日 
 千葉大学医学部附属病院 

 

＜市民公開講座＞ 上野千鶴子氏らが基調講演 

「ひとり暮らしでも住み慣れた地域で在宅療養できますか」 

千葉県内の一人暮らし高齢者数は 2030 年までに 1.7 倍の 33 万人に 

 

千葉大学医学部附属病院（病院長 宮崎勝 千葉市中央区亥鼻 1-8-1）は、千葉県内の 300

以上の在宅医療・介護関係施設などで構成する千葉県在宅ネットワーク（理事長：藤田伸

輔・千葉大学医学部附属病院地域医療連携部長）と共催で、在宅療養に関する市民公開講

座（参加無料、予約不要）を開催します。 

千葉県内のひとり暮らし高齢者数は、2010 年から 2030 年にかけて、1.7 倍の 33 万人に

増加すると見込まれています。「医療や介護が必要になっても、住み慣れた地域・住まいで

安心して暮らしたい」という県民の願いを実現するためには何が必要なのか、サービス提

供者と県民が一緒に考えます。 

当日は、女性学やジェンダー研究のパイオニアで、近年は高齢者の介護問題に関わって

いる社会学者の上野千鶴子氏（東京大学名誉教授）と、小笠原 文
ぶ ん

雄
ゆ う

氏（日本在宅ホスピ

ス協会会長）による基調講演に続き、訪問看護師や介護福祉士、在宅で家族を看取った市

民を交えた体験発表とパネルディスカッションを行います。 

 取材をご希望される場合は 1 月 22 日（水）までに、下記あてご連絡いただきます

よう、よろしくお願いいたします。 

【開催概要】 

  日 時   平成 26 年１月 26 日（日） 13 時～15 時 45 分 

  場 所   千葉市文化センター３階アートホール（千葉市中央区中央 2－5－1） 

  内  容   基調講演 「最期まで家にいたい」（上野千鶴子氏） 

             「在宅緩和ケアで朗らかに生きよう」（小笠原文雄氏） 

        体験発表とパネルディスカッション 

〔参考資料〕 チラシ 

＜本件に関するお問い合せ先＞ 
千葉大学医学部附属病院 

千葉県寄附研究部門 高齢社会医療政策研究部 
Tel：043-222-7171（内線:6667） 

    受付：10 時～16 時（土・日・祝除く）  

 
 
 
 
 
 

＜取材に関するお問い合せ先＞ 
千葉大学医学部附属病院 

総務課 広報係 下條・渡辺・三村 
Tel：043-226-2225 Fax：043-224-3830 

E-mail：xae6025@office.chiba-u.jp 

ニュースリリース 




